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を
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を
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、
五

代

將

取

綱

告

の

時

代

に

至

つ

て

は

奢

侈

の

風 

行

は

れ

て

支

出

は

增

加

す

る

の

一

方

で

、
寬

文

年

間

以 

第

十

一

卷(

ニ
六
九〕

雜

錄

後
は
：金
藏
1:
:
.
貯
藏
さ
れ
た
名
金
银
_
年
々
 

一，
ニ
萬
爾
宛
，
 

鱗
少
し
、
將

軍
'0
0

光
へ
の
參
拜
も
京
都
へ
の
上
洛
も 

費
用
不
足
の
た.
办
に
.
之
を
見
合
：せ
る
ビ
い
ふ
有
廣
で
あ 

つ
た
か
ら
节
あ
る
。
此
0 ;
時
に
當
り
幕
府
の
重
®
に
族 

原
近
江
守
重
秀
な
る
も
の
おb

、
日
光
參
m

'
京
餅
上 

洛
の
聲
用
を
支
出
じ
て
獬
ぼ
充
分
に
餘
り
あ
ら
し
む
る 

§

■
浪

策

ぁ

上

申

し

、
.
支

那

^

於

け

る

寶

錄

即

ち

紙
 

幣
通
用
の
例
を9 1
:

い
で

’

紙
^

で
さ
へ
も
»
用
す
る
の 

だ
か
ら
、
ま
し
て
金
銀
な
ら
ば
假
令
其
の
品
位
は
劣
惡 

f

ビ

も
紙
幣
に
礙
る
萬
々
な
るが
故
に
を

の
通
用
疑 

な
し
ビ
て
、
黡
長
以
來0;
-

貨
幣
を
改
鑄
し
て
其
の
品
位 

を
劣
惡
に
し
貨
幣
の
數
量
を
增
加
し
て
以
て
支
出
の
增 

加
に
充
て
ん
ビ
伞
る
の
策
を
献
じ
ね
。
勿
論
之
に
對
し 

て
は
大
多
數
の
賛
成
者0

間
に
も
<
少
數
の
：：反
對
者
あ

特
に
老
職
土
屋
氏0

如
ぎ
最
ち
熱
心
に
之
が
反
對 

の
意
見
を
述
ベ
て
其
の
實
行
を
妨
げ.て
居
つ
た
が
、
其 

の
世
を
去
る
に
及
ん
で
改
鶴
論K

び
勢
力
を
得
來
り
、 

加
ふ
る
に
金
座
•

鈒
座
の
關
係
潘
も
自
己
の
利
益
に*
 

鹰
甚
ょ
リ
元
文
ロ
茧
ぁ
货
狼
飢
度
の
^
邀 

第

二

號

九

b



-w’>'

I

段

第
十一
继

(

ニ
七
〇)

雜

錄

歡
長
よ
9
元
文
に
至
る
赏
幣
制
度
の1
®

第
一一

號

突

ら
れ
て
盛
ん
に
之̂

慫
慂
す
る
所
が
あ
っ
た
の.
で
、
遂 

に
元
祿
七
年
に¥
1

、
貨
幣
の
：極
印
の.：古
く
な
っ
？
 

VJ.. a

货
幣
の
tt
ta
l

に
不
足
を
.來
--
L

た

乙

ビ

を

表

面

の

.趣 

由V」

し
で
慶
長
以
來
の
貨
幣̂:
改
鶴
す
る
i

 V
J.

に
な
つ 

た
。
所
謂
元
祿
の
吹
替
なf

の
即
ち
之
れ
で
あ
っ
て
， 

之
が
'貨
幣
改
故
の
最
初
の
試
み
で
あ
る
。
而
し
て
一
度 

改

惡

を

行

っ

た

以

上

は

同

じ

事

情

の

續

く

限

::
&

は

更

啦
 

益
々
改
惡
かv
tr

ふ
の
必
要
を
生
ずベ： '

き
は
事
理
の
：當
然 

で
.
あ
，っ
て
、
之
が
又
爾
後
屢
々
行
は
る
>
に
至
っ
た
吹 

替
の
端
絡V

J

な
つ
た
の
あ
で
る
。

今
此
の
改
鋳
の
內
容
及
び
新
舊
貨
幣
引
換
の
經
過
を

述
べ
る
，
/J、

元
祿
七
年
に
先
づ
龈
の
品
位
を
低
く
し
、

燧
長
銀
の
品
位
八
十
な
り
し
も
の.を
五
十
七
.

(

或
は
五

十
五.

V
J

も
云
ふ
も
暫
ら
く
前
者
に
從
ふ

)

，V
J
-L

た
。
次

で
翌
八
年
に
金
の
品
位
を
て
げ
、
庳
長
剑
の
品
位
八
十

八
な
ら
'
し
も
の
を
六
+:
-

ブ

(

或
は
五
十
七
0

八
九
ビ
も

云
ふ
暫
ら
ぐ
前
激
を
採
る

)
V
J

し
た
。
即
ち
银
は
從
來 

よ
}

-

®
約

1
.
1

割
九
分
、
金
は■從
來
よ
，
^P'

4

約
！

11.

割M
J

分

だ
け
品
位
を
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
つ.て
、
而
も
金
銀
通 

用
の
#]

合
は
從
來
の
通b

で
あ
る
か
ら
、
金
銀
の
法
定 

比
憤
：は•
從
來
十i

 

0

三
ふ.ハ

な

り

し

も
.
の

が

十

。
三
四
ヾ
し 

な
つ
把
の
で
；杉
る
。
而
し
て.銅
餞
^
は
全
ぐ
手
を
着
け 

な
が
0

た
6

此
の
：改
悪
ざ
れ
だ
る
新
金
銀
は
銀
•
，銅• 

鐵

®
鉛
等
の
雜
分
多
き
た
め
じ
金
は
黄
金
の
色
を
失
つ 

て
^

石
の
如̂

？
銀
：は
色
稍
//
.

*

ル
て
灰
色
：ど
な
っ 

た
。
表

面

にP
R
J
,

の
字
が
劍
し
て
あ
る
の
で
人
呼
ん 

で
コ
兀
,

字
金
.

」
g

は
|
:
元
字
金
1_
_
:
又

は「

?£
き

ヾ

し 

云
つ
た
。

.

:

热
て
、
元
祿
新
鋳
の
金
銀
：ミ
從
來
の
慶
長
金
銀
ビ
.の 

引
換
ば
：元
祿
九
年
九
月
か
ら
開^

さ
れ
、

'

引
換
の
終
る 

ま
で

は
新
古
金
銀
同
锨
の
割
合
を
以
て
通
用
せ
し
む

S

 

乙
ミ
：に
し
た
。
ー
所
で
此
の
引
換
に
就
て
は
、
幕
府
當
局 

渚
ば
、

一.度
新
貨
幣
の
品
位
が
低
下
し
たt

マ
し
を
公
言 

し
た
以
上
は
ノ
舊
貨
彼
の
一
定
额
に
對
し
て
之
’
(1

同
额 

の
新
貨
赂
.を
交
附
す
る
ビ
い
ふ
の
で
は
素
ょ
り
人
民
が 

其
の
'
引
換
.に
：應
#

ざ
る
.
1べ
き
.
'こ
マ」

明
な
る
が
'故
に
ハ「

咐

步 
>

し
獬
し
て
幾
分0'
•
フ
レ
、、、r'
ム
郎
ち
打
歩
を
附
し、

. 

例
へ
’

ば
慶
長
金
规
百
兩
を
元
祿
慶
银
百
何
兩
か
V

J5I

換 

へ
るV

J

い
ふ
こ
ビ
に
じ
た
。
然
る
に
其
の
增
步
の
高
が 

人
民
を
し
て
品
位
の
劣
惡
ょb

來
る
損
失
を
償
ふ
に
足 

るV
J

感
せ
し
む
る
の
程
度
に
達
し
な.か
つ
た
も
のV

J

見

j 

え
て
、
引
換
に
來
る
者
が
誠
に
少
な
か
つ
た
。
寒

で) 

當
局
者
は
慶
長
以
來
の
货
幣
の
流.通
を
許
し
.て
'
ぁ
.
れ

ば

I 

乙

を
引
換
に
出
な'
い
の
だ
ビ
考
へ
て
舊
貨
幣
の
通
用
期

I 

限
を
限
定
し
を
れ
以
後
は
潰
しV
J

f
名
旨
を

令

し

たj 

が
、
矢
張
り
引
換
に
來
る
も
の
が
少
な
：か
つ
た
。
故
；i

 

I

度
な
ら
中
通
用
期
限
を
延
長
し
、
殊
に
寶
鈔
'の
例
を 

引
い
て
新
貨
幣
の
賤
し
む
ベ
：き
理
由
な
きこV

J

を
說
示 

し
、
極
力
引
換
の
多
か
ら
む
こ
ビ
を»

說
.し
‘
た

が

翁

のI 

效
は
.
著
し
く
な
か
づ
た'.
0

又
?*
:

'
令
を
以
.
て
«
«
»
の
藏 

匿
#

禁
じ
た
が
一
Î
J

;

に
其
の
剌
き
■
は
篆
は
れ
な
か
つ 

た
：
。
：
是

れ

蓋

し

人

悉

ぐ

同

類

の

割

合

を

以

、
て

通

用

せ

し
 

め
ら
る
ゝ
新
古
兩«

の
tt
fi
?

0

ll
i

!

に
於
て
、
新
貨
幣
の 

粗
惡
に
し
て
糈
啟
な
る
こ
ビ
を
知
れ
る
が
た
め
に
所
謂 

第
十
一
卷

グ
K

シ.
ャ
A.
(?
>

.

法
則
'
の
作
用
が
行
は
れ
た
砂
で
あ9
 

で
、
良
貨
た
る®

貨
幣
.の
藏
匿
さ
れ
て
出
，で
來
ら
ざ
る 

は
敢
て
怪
し
む
に
足b

な
い
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
舊 

貨
幣
の
引
換
に
出
る
も
の
：は
多
か
ら
中
、
金
銀
の
產
出 

さ

る

.?
>
•の
，又
多
か
ら3T
.
.る

z

S

#

£.

の
免
き
■も
の
あ 

力
て

ぃ
新
貨
赂
の
供
給
は
麻
の
如
く
な&

ず
、
改
鋳
に 

よ
：つ
て
刺
す
る
所
，あ
ら
む€
:
し
た
藤
府
當
初0

目
的
は 

な
か
^

^

に
達(

せ
ら
名
べ
ズ
も
見
え
ず
し
て
、
已
む
を 

得
す
元
祿
十
1
.
1年
.に

は

大

阪

に

於

.て

銀

千

五

百

筲

目

を
 

買
±'

げ
新
«

を
鑄
造
し
た
や
ぅ
な
次
第
で
あ
っ
て
、
華 

府
：の
'

改
鋳
政
策
は
'

多
大
の
困
難
に
逢
®
し
た
の
で
あ 

る
。
こ
れ
素
よ
り
事
理
の
當
然
で
あ
る
。
然
し
元
祿
八 

.年
よ
.
^
'
.寶
永11

1

年
に
至̂

十
1

|
年
0

.間
に
銀
を
改
«
す 

る
こ
ビ
四
十
莴
五
中：

八
苜
五
十
實
控
し
で
爲
め
に
八
西.

.
餘

离

爾

を

利

し

々

佘

も

ニ

间

許

，-

^

善

し

て

六

西

餘

第
 

.兩
を
利
し
て
慕
府
の
財
軟
は
餘
程
容
易
に
な
つ
た
の
で 

あ

る
o
'

幕
府
の
財
腺
に
及
ぼ
せ
る
效
裉
は
右
の
如
し
i

し
て

r
j 瓣

,
■■
-

九
*

.
-'

(

ニ
七一

〕

雜

錄

，
跤晶ょリ元文に至名貨幣制度の

^

5 1



竿
一
卷
-

然
：ら
ば
此
の
改
鋳
の一

般
經
濟
社
，曾
に
及
ぼ
甘
る
，影#
 

如
何
？
見
る
に
先
づ
第|

に
%

似
の
»

*

を
來
し
たC'

新
鋳
の
元
祿
佥
龈
は
：舊
來
の
巖
長
金
銀
^

b

も
.品
位
の
- 

劣
恶
な
.
る
と
を
知
れ
る
が
故
ぽ
：、
舊
貨
幣
で

i
.

雨
：に
賣 

質

さ

れ

た

も

の

は

新

貨

幣

で

は

一

：
兩

以

上

で

な

け

れ

ば

.
、 

寶
ら
な
い
i

ビ
な
卜
、
而
も.事
0

序
に
1

^

間

の

品

位I 

の
相
違
以
上
に
代f

引
上
げ
f

l

つ

た

の

み

な
. 

ら
f

人
多
く
は
一
度®

緖
を
開
い
た
®'

幣

改

惡

政

策
. 

の
今
後
苒
三
繰
ぅ
返
凑
れ
其
の
都
度
物
價
の
騰
貴
鉍
來 

す
べ
き> j

ミ
を
處
れ
て
、
貨
幣
を
保
有
す
る
：代
：々

に
貨 

物
を
保
有
せ
ん
く
欲
し
、
米®
油
.
•
絹
布
e

藥
品
某
0

他
j 

の
«,

物
：の
雷
耍
增
加
し
れ
る
が
爲
め
に
物
惯
は
觅
^

上
’ 

i 

騰
す
る
C.
V

J

、
な
つ
た
。
然
る̂

前
述
の
如
く
舊
貨
幣j 

は
藏
酚
さ
れ
て
出
で
ず
、
新
貨
幣
の
供
給
は
增
加
せ
參 

し
て
_

貨
は〕

‘

般
に
減
爽
し
た
か
ら
し
で
、
少
量
の
貨 

幣

を

以

て

高

惯

の

せ

ざ

る

鉍

得

な

い

こ

ぬ
 

>

な
っ
で
人
尻
の*

惑
は
一
方
で
な
か
つ
た
。
.次
に
ゅ 

各
«!

貨

嘗
.0

兩
换
相
«.
-©
.
變

動
.#

に
*

#

.
の
«

输
贫
來
.

第

二

城

5

0

し

た

。

觀

長

の

制

度

に

’
ょ

れ

ば

十

I  

®
三

六?]
:
ぅ

し

金
 

銀

の

..法

定

比

價

は

今

や

十

®

三
四V

J

な
つ
た
か
‘
ら
、
.
人 

は
#

太
&

も

银

髮

多

ぐ
.

^

な

：
&

、

銀

の

栩
 

對

的

繁

義

々
«

し
く
、
其
®

結
果
ミ
t

.

て
從
來
金j 

雨

：が

銀

4
C
4
-

叙
、
錢
商
賞
文
：な
。■し

市

場

の

，
通

用

割

合
 

は
、
新
制
度
枝
は.れ
て
數
年
を
經
お
る
元
祿+

H

4

に 

は
金
一
：兩
は
银
五
十
目
四
分
方
至
六
分
、
i

l

l
»
五
首 

產

忒
.な

が

，
，
前

者

は

」

.割
：五
分
、
後
者
.は一

割
：ニ.
分 

餘
&

上
騰
す
る
i

に
な
つ
た
。
か
、
る
場
合
で
あ
る
か 

&

、.
人
は
支
挪
の
場
合
に
は
金
奮
以
て
し
、s

m

の
®
 

合
は
は
銀
又
は
錢
を
以
て.せ
ん
こ
笔
を
欲
し
、
賣M

を 

な
す
に
當
つ
て̂.
銀

@
鐵

支

挪

の

約

束

'
を

な

^

< j

ビ
を 

要
求
せ
ら
れ
、.
南

換

谪

の

•
.
如

き

は

金

を

持

參

し

て

銀

又
 

は
錢
に
換
へ
ん
.こ
ミ
を
侬
賴
す
る
者
あ
るも
«
餞
の
持 

合
せ
な
き
こ
ミ
を
ロ
實e

b

で
雨
換
を
拒
絕
す
る乙
ビ 

$

へ
#

つ
^

の
で
ぁ
る
ゎ
幕
府
は
法
定
办
如
く
金

1 

雨
に
對
し
銀
六
十
匁
、
.錢
四
貧
文
の
割
合
.
に

.て

通

用

せ

*

し
^

‘ょ
$

必
令
令
.發
^

金
»

#

に
銀
.の
質
占
及
慶

S
七
5

雜錄糜
畏ょリ
元文に

.至
，る
貨
幣
制
度
の
變
遒

占
-̂

禁
じ
た
.げ
れ
^

1

31
0

效
染
著̂

か
ら
ず
。
か
ぐ 

て
«

々
は
德
政
に
ょ
る0

外
に
は
救
濟
0

策
な
し
ミ
の 

M

f

へ
#

へ
ら
れ
て
、
貨
借
の
途
も
塞
が
り
物
價
益 

ル

昂
騰
し
て
物
情
騷
然
ミ
な
つ
た
。H

に
加
ふ
る
に
货 

幣
品
位
劣
®

な
る
が
た
め
に
僞
造
は
ょ
つ
て
利
益
す
る

， 

所
多
く
な
シ
、
從
づ
て
諸
所
に
傭
造
の_

を

犯
し
て
所\  

罰
せ
ら
る
、
も
の
續
出
し
、
他
方
に
於
て
は
此
の
儁
造

| 

貨
幣
を
受
取
つ
て
速
惑
し
た
者
も
少
な
か
ら
ず
あ
つ
た

| 

の
.

で
あ
る
o

. 

^

元
祿
の
吹
替
は
國
民
の
刹
益
を_

性
に
供
し
て
、
幾 

多
の
囤
猶
ビ
.
戰
ひ
つ
、
も
或
る
程
度
ま
で
慕
府
を
利
益.
 

せ
し
め
た
。
而
も
此
の
利
益
は

一

時
的
に
し
て
、
を

の| 

之
を
得
る
と
を
必
耍
た
ら
レ
む
る
の
原
因
は
永
續
的
で
一 

あ
つ
た
。
佥
銀
の
吹
替
改
惡
は
單
に
此
の
元
祿
の

1,

回 

に
北
ま
ら
ず
し
て
、
爾
後
屢
々
繰6

返

さ

る
y

に
至
つ 

た
の
で
あ
る
。

, 

H
i

 

®

永
の
吹
替(

改
惡)

 

‘ 

前
®

に

述

べ

た
如
ぐ
、
元

祿

吹

替

以

後

は

良

货

た

る

笫

十

ー

卷C 
ニ
七
5

雜

錄

魔
長
古
金
銀
藏
匿
さ
れ
、

'

M

tt

た
る
.る
新
鏺
の
ー
.み

¥'
兪 

銀

の

供

給

亦

意

の

如

く

な

ら

伞

し

て

通

貨

の

*

/)
'
ノ

を

來 

し
、.
殊
に
新
饍
0

元
宇
金
銀
の
中
、で
も
從
來
文
り
も
價 

値

を

低

く

見

*

ら

れ

た

'̂
.

金
が
_

れ
で
其
0:
高

ィ

見«
 

ら
れ
た
る
龈
の
み
流
通
ず
る
：

K
;
.

 v
j

 
y

な
b

、
而
も
其
の 

鈒
た
る
や
埏
長M

f

も
^

®

な
る
が
爲
め
に
物
價
の 

騰
貴
を
#

L>
;

、'
僅
少
0

逾
貨
を
以
て
.
高
價
の
取H

F

を
行 

は
ざ
る
ベ
が
ら
^
る
の
窮
態
に
陷
つ
た
の.で
、
世
間 

1

»

か
ら
見
て
も
貨#

數
量
0

增
加
を
必
要
ビ
す
る
欉 

U

 

■

た
於
、
页
.底
一
方
慕
麻
の
方
の
事
情&

見
るv

j

、 

资
永
年
間
0

地
霉
0-

た
め
£

千
代
田
城
破
壤
し
て
.其
の 

修
築
0

だ
'
め
：に
多
大̂

齋
金
ゼ
必
喪
ど
.す
る
に
至
0
 

で
、
先
ぎ
に
5£
«;

の
改
«

は

ょ

：
つ
'
て

得

た

る

利

猱

の

太
 

部

分

を#

費

じ

盡

じ

、

‘

其

他

.
の

政

治

向

离

般

は

從

來

ミ
 

齋
な
る
所
が
な
.が
つ
た
の
で
财
政
上
收
入
を
增
加
せ
し 

む
る
必
要
は
依
然V」

し
て
存
し
て
居
つ
穴
が
、
舊
货
龄 

の
引
«-

に
出
る
も
の
少
な
ぐ
金
銀
の̂

採
舰
高
も
多
.
^
. 

な
か
つ
た
の
.
で
、
從
來
の
政
治
を
を
の
儘
に繼
緻
し
て

笫

ニ

號.
'
.

r
〇
T

璨
提
ょ
リ
元
文
に
至
る
货
僧
制
度
の
變
遷



郯

十I
怨

(

ニ
七
三

)

_

錄

度

長

ょ

リ

ー

：ル
文
ド
率

>;
辕

制

庶

の

織

迦
 

行
_く
の
で
あ
つ
て
は
此
の
必
®
に

ff
i
t
る
こ

d
は
不
可

能
な
る
辦
惝
に
花
つ
た
の
で
あ
るP

玆
に
於
て
か
洱
び 

货
#

の
品
位
を
劣
邋
に
し
て
數
贵
を
堺
加
せ
し
む
る
の 

.

策
を
猓
る
の
外
は
な
く
な
つ
た
。
洳
ふ
る
に
金
鈒
烛
の 

满
共
の
慫
慂
す
るf

て
、.
又
.

f々f
i

lH
i

1

般
の
通
用
貨 

幣
少
ぐ
し
て
困
雛
ず
る
を
救
队
む
が
た
め
^

ビ
：い

ふ

は
ベ 

實
の
卞
に
、
元
祿
吹
鞔
の
幽
始
後+:}
ヶ
尔
を
經
た
る{

 

寶
永
ニ
年
を
始
め
ビ
し.
、
寶
永
必
年
及
び
八
尔(

JE

德
一 

元
年)

に
班
る
七
ヶ
尔
のii
i

j

に
數
同
に
耳
つ
て
鈒
の
吹\

 

替
を
行
ひ
、
其
の
都
度
品
位
を
低
下
し
て
行
つ
た
。
即

| 

ち
先
づ
資
永
ニ
年
に
は
品
位#

四
十
に
下
げ
で
、.
表
®

に
^

^

の
字
を
表
比
し
た
る
脫
請
^
^
ノ
字
龈
に
人
又
は 

j

寧
^

飯)

、
を
作
り
始
め
、
以
後
五
ヶ
年
內H

一
十
七
萬\  

八
千
1:
1

三
十
餘
赏
を
鶴
出
し
た
。
寶
永
七
年
に
は
同
じ
、へ
 

ぐ
因
十
の
品
位
を
以
で「

永
中
銀
し
な
る
も
の
を»

る
こ 

< 

くレ 

>
 

な
&

、
.
五
，ヶ
月
|!
.
1
]に
五
^
八
西
餘
貨
舀
を
鑛
出
し 

た
o 

.而
も
元
祿
吹
替
の
常
時
ビ
同
ゎ
く
鈒
六
十
目
を
以 

て

金i
^

ビ
.す
る
こV

J

依
然
た
5

,
し
が
故
に
、
是
等
の

第 
ニ 
號
：：：

一

〇
1
1

 

'

.

喪

字

龈

及

永

中

銀

ど

の

金

货

た

る.%
'

¥

金
ビ 

の
法
定
比
價
は
八
。
ニ
ビ
な
つ
た»

で
ぁ
つ
て
、
市
坳 

比
價
は
元
祿
十
三
年
に
金
一
硇
が
龈
五
十
0

四
五
分
な 

A

し
も
の
が
反
對̂
,

銀

六

十

四
^

^

^

^

ナ
九
^
ビ 

な
，."
、
;■

■鱗
 

ー«

文
ば
«

十
四
五
忽
乃
至.
一
一+
m:
3L

多

，じ 

ま

で

«

は
#
に
對
し
て
も
餞
に
對
し
て
も
多 

大
の
下
落
を
來
しfe
。
錄
目
取
引
0.
物
價
の
騰
貴
は
推 

し
て
.
知
る
べ
き
で̂
.

る
o

h
然
る
に
吹
替
はM

に
S

を 

®

め
て
同
年
：，

(

寶
永
七
年)

品
位
を〗〗

f

十
に
T

げ
て
表 

面
^

.
 r

寶j

の宇
！ .

ー1
個
:̂

表
は
じ
た
る「

三
ッ
資
龈j

.

 

な

る

も

'
の

を

作

ち

始

め

'/
2

の
み
な
ら
ず
、
5 1

に
一
層
劣 

惡
な
，を
品
位
一' 1

十
の
§

:

1

の
学
'«

個
を
刻
し
た
る「

鸱 

ヴ.
寶
錶J

な
る
も
の
を
_

出
す
る
に
至
つ
た
。
.资
字
銀 

永
巾
龈
す
ら
旣
に
色
黑
黯̂

し
て
.元
祿
銀
に
比
す
る
も 

紛
の
如
く
な
る
に
、n

一
 

ッ
赞
餵
に
逛
っ
て
は
色
益
々
惡 

ぐ
ヽ
.四
ッ
資
銀
に
茧
つ
て
は
逢
にt

て
鏽
を
生
じ
銀 

の
本
色
失
は
れ
て
紛«
§

少
し
も
興
次
る
所
な<

、

。
R
 

之
を
)®
t

む

.る

■
こ

ど

土

石

の

如

し

ど

^

る

.

.
程

で

あ

つ

て
、
四
ッ
資
銀
を
慶
長
鍊
に
比
較
す
れ
ぱ
品
位
芷
に
：四 

分
の
.j

に
低
下
し
、
元
字
金

に

對
.f
る
：法
定
比
惯
は
四• 

ー
ビ
な
つ
た
の
で
あ
る
。

一 
ニ
ッ
«

鍊

は

此

：
の

年

以

後

七
 

年
問
に
三
十
五
萬j.1

ー
千
，八
西
七
十.貢
、
四
ッ
寶
銀
は
翌 

年
九
月
に
至
る
短
期
日
.の
間
に
實
に
四
十
萬
一
一
西
四
贳 

を
鋳
出
し
た
。
新
舊
貨
彼
の
引
換
に
‘は
多
少
の
ブレ

、
、
、 

ァ
ム
を
附
し
た
け
れ
ざ
も
、
元
祿
吹
替
の
當
時
ビ
同
じ 

く
良
貨
た
る
舊
貨
幣
の
.引
換
に
出
づる
も

の
は
.
貨
幣
總
. 

额
.
の
上
か
ら
見
れ
ば
左
程
に
多
く
な
か
つ
た
。
然
し
な 

が
ら
前
記
の
如
ぐ
多
额
の
吹
替
を
行
つ
れ
の
で
、
之
に 

ょ
つ
て
慕
府
の
財
政
は
餘
程
豐
に
な
之
に
關
係
し 

た
役
人
並
に
金
•
龈
座
の
者
ォ
ぁ
亦
多
大
の
刺
益
に
私

,

其

の

一

。

此

：
の

時

に

當

&

幕
府u

新
井
0

«

*.

る
達
. 

識
の
學
潘
あ
&
て
、
：貨
幣
は
實
質
價
値
を
有
す
る
も
の 

な

ら
ざ
る

ベ

か

ら

ざ

る't
 v

j

を

確

信

し

、
「

改
貨
議J

f f 

る

一

書

を

草

し

て

、
，
«

^

制

度

を

嵐

長

の

昔

に

恢

復

す
 

へ

ベ
き

こ
ど
.を»
«

し
^

。
其
の
他
の
學
者
並
に
當
局
の 

\

役
人
中
に
も
®

幣
制
度
、改
善
の
必
製
を
認
办
て
居
つ
た 

j

满
も
少
衣
く
な
が
つ
た
が
、
多
く
は
今
俄
か
に
&
貨
に 

改

鑄

す
る

z

V
J

に
な
れ
ば
通
貨
半

減

し

て
世
開
の
画
窮 

V
J
M
'

る
だ

ら

うV
J#

ベ
て
'反

對

しr

少
し
く
考
の
5 1

ん 

だ
者
は
.、

」

通
«

の
半
減
す
る

Zヾ
し
を
れ
自
身
は
®:
て
差 

支M

い
が
、'
貨

幣

の

：
品

位

が

從

來

の

：

一
一
倍
に
な
'つ.
た
か
' 

ら

ど

云
つ
て
刺
を
許
る
杧
«

な

る
商
人
は
賣

價

を

半

減 

|

す
.

^

や
う
な
.
乙
V

J

:

aな

い
_
か
'ら
、
C

貨
の
.減

じ

...
^

资

合
 

に
物
價
の
低
落
を
來
す
乙
ビ
能
は中
し

て

、
恰
か
も
人 

-民

の

所

有

財

產

の

牟

ば

を

奪

取

す

る

せ

同

1:

の
：結
娘

ミ 

S

ク
1

.却
て
人
民
の
速
惑
ぐJ.

.
#

る
だ
ら
う
マJ

い
ふ
乙
'VJ

 

を
處
れ
.
て
、
鬼
角
修
制
の
改
茁
を«

躇
し
た
。
莖
鳩
集 

の
如
き
は
此
の»

の

葸
■!
,
を

持

し

て

居

つ

穴

の

で

あ

つ

戴
r
i
«:.
'
: 

i
〇
H

:
:
.
.

腹
を
肥
や
し
、
豪
奢n
x

々
u

慕
る
の
マ
方
に
於
て
、
舊 

貨

隱

れ

て

新

靈

こ
6

、.
物
價
は
無
制
限
に
騰
貴
し
、

僞
造
益
々
多
く
行
は
れ
て、：

#

y

銀
を
最 

も
多
く
使
用
し
れ
當
時
の
江̂

g
*

の

往

民

の

速

_

日 

語
に
絕
す
る
の
有
欉
で̂，
つ
た
の
で
あ
る
。

四

正

德

の

吹

替(

改
茛>

-

第

十

一

卷(

ニ
七
，’五〕

-

雜錄度長ょリ元文に茧名货幣制度め缱遷



邻
十【

怨

(

ニ
七
-

:

0雜

錄

戡

甚

ょ

ゾ

元

文

に

萊

益

幣

制

度

の

證

笫

ニ

號

一

〇

四

て、
•
を

の

實

行

方

法

V

J

C

,て

は

、

京

阪

地

方

の

 

一W
A

 

の

献

策it
赞
1>
.て

、

先

崎

一

：部

の

惡

錶

を

採

り

其

0

中 

に
含
ま
れ
た
る
純
龈
の
蹵
を
檢
査
し
、
惡
.銀

f

匁
良
銀 

幾
何
に
當
る
ビ
い
ふ
通
用
のM

合
.を
定
め
骰
か
ば
全
部 

改
鐵
し
た
る
ど
同j

の
結
舉
ど
な
つ
て
物
價
の
騰
貴
を
： 

防
ぎ
#

ベ
き
が
故
に
、
先
づ
右
の
手
段
を
施
し
て
然
る
一 

後
に
錢
を
以
て
徐
々
に
惡
銀
を
貨
上
げ
、
之
を
改
鑄
し
一 

て
世
間
に
出
す
乙̂

に
す
れ
ば
ょ
ろ
し
い
の
に
、
當

廢| 

に
は
此
の
點
に
氣•
の
刚v

-潘

が
な
い
、V

J

て
®

じ

j

 

て
居
る
有
欉
で
、
幣
制
改
革
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
が 

ら
も
其
の
實
行
は
兎̂

逡
巡
さ
れ
た
が
、
寶
永
八
年
即 

ち
正
徳
元
年
.に
於
て
結
局
貨
幣
制
度
の
改
苯
を
斷
行
す

| 

る
こ
ど
、
次
6

.

、
先
づ
銀
座
の
：關
係
者
及
び
幣
制
の
事 

を
*

6

し
荻
旅
重
秀
を
缺
所
ビ
な
し
て
三
ッ
資

®

四

ッ

\  

寶
の
銀
の
鎢
出

を

停

止

し、
.次

で
屢
々
評

譏

の

結

果

ビ 

し

て
元
祿
以
來
の
金
飯の
品
位
の
劣

惡

な

る
乙

ヾ

」

ゝ
折 

れ
损
じ
多
く
不
便
な
る
乙
ぐ

」

>
を

理

成

、こ
して
新

貨
！| 

造

の

事

を

決

し

、
慶

長

の

制

度

匕

資

^

の
制
度
ど

の

兩
潘
を
折
褒
し
て
金
の
品
位
は.褒
長
通
6

に
す
_
る
が
®

^

 

は

半

減

す

る

乙

ど

、

し

た

。

即

ち

金

；
雨

の

小

剑

、

品

|

_

|

漏

敛

以

前

の

も

の

^

は

十

办

增

め

割

合

(

即
ち
一
雨
を
b

 

十
匁
ビ
し
て)

通
用
せ
し
め
/2

。
叉
銀
を
も
品
位
を
八 

十

に

改

め

た

。
：
新

鑄

の

金

銀

に

は

表

而

に

「

:^」

の

字 

を
刻
せ
る
ょ
6

之

を「

乾
字
金J

T

乾
字
乾」

又

は「

乾 

金」
「

乾
餵
皆
い
ふ
。j

擧
に
麋
長
の
古
制
に
復
せ
し 

め
な
3

つ
た
の
は【

に
俄
か
に
通
貨
の
半
減
せ
ん
こ
ど 

を
處
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て

右

の
乾

字

金

の
吹

替

の

結

果

.如

何

ど

見

る

に

、

乾
金
は
其
の
品
位
こ
を
慶
長
金
通6

に
な
つ
た
け
れ
ど. 

も
其
の
量
目
を
半
減
さ
れ
而
も
雨
者
同
额
を
以
て
K

用 

せ
し
め
ら
れ̂

の

だ

.
か

ら

し

て

、

.
實

質

上

は

品
.
S：
を
^

 

長

金

の

一

一

分

の

一

に

下

げ

ら

れ

た

ど

同

j

な

る

が

故
 

に

、

•
技

貨

た

る

慶

長

金

の

藏

厚

^
れ

て

世

に

出

で
來
ら 

ざ

る

乙̂
依

然

た

る

は

勿

論

，
の

事

で

ぁ

'6
が
、
乾
字
金

卜
S
H
li
m
g
IJ

は
.
元
字
金
_に
比
6

其
'0

:品
位
後
考
の
六
十
一
な
る
に
對 

し
て
八
十
八
に
し
て
、
實
質
上
は
鬼
に
角
ノ
表
面
上
優 

&

な
る
地
位
に
在
つ
た.
け
れ
ざ
も
、
追
て
嚴
長
金
の
通 

り
に
改
鋳
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
：I

時
的
の
通
用
に
過
ぎ 

t'V
J
I
i

め
で
人
民
承
服
せ
す
、
結
局
之
ょ
彳
も.比

較

的

\  

&

貨
た
る
元
字
金
の
み
が
世
に
行
は
れ
る
ビ
い
ふ
奇
態

| 

を
生
じ
、
貨
锻
價
値
劣
惡
の
ぬ
め
に
物
價
騰
貴
は
依
然

j 

V
J

し
て
變
る
乙V

J

な
く
、
又
特
に
乾
字
金
を
以
て
賣

買
, 

す
る
場
合
に
は
、
慶
長
通
卩y

恢
復
さ
れ
て
價
値
半
減 

'し
て
も
損
な
き
や
ぅ
に
^

tl

つ
て
、
擬
長
金
や
元

字

金

\ 

を
以
て
す
る
場
合
ょ
ぅ
も
[1
,を
高
ぐ
し
て
貴
£只
す
る
力I. 

ら
し
て
、
矢
張
り
物
價
は
高
ま
る
の
み
で
あ
つ
^

Q 

ふ
る
に
來
る
べ
き
改
鑄
に
際
し
て
損
^
を
蒙
ら
ざ
ら
む

j 

が
爲
に
、
乾
字
金
を
货
物
に
換
ベ
て
蓄
積
せ
ん

V
J

す
る 

の
風
が
起
つ
た
の
で
益
介
物
價
を
昂
騰
せ
し
め
*
。
即 

ち
3

作
の
あ

つ
た
«
永
四
年
頃
ビ
五
穀
豐
饒
な
る
疋
德 

の
®

ビ
を
比
較
す
る
に
、一

般
物
惯
は
後
漭
に
あ
つ
て 

は
®

る
騰
貴
し
、
米
の
如
き
は
三
割
內
外
の
騰
貴
率
を

示
し
た
。-;
而
し
¥

斯
る
事
情
に
：立
ち
至
つ̂

の
は
、
ニ 

方
に
於
て
は
幾
分
か
生
活
程
度
の
句
上
せ
る
に
ょ
る
乙 

V
J

あ
る
ベ
き
は
#

罾
で
あ
る
が
、
其
の
大
⑩
殳
は
貨
幣 

價
値
の
低
落v

j

改
鑄
に
ょ
る
ff
l

-w
m

防

^

®

€

し

て

の 

貨
物
の
M

占v
j

に
基
づ
く
も
の
，匕
^
さ
れ
て
居
る
の
で 

か
る
。

其
の 
一
一o

斯
る
有
«
で
乾
字
金
銀
の
新
傭
發
行
は
殆 

ん
ざ
何
會
の
激
果
を.
も
表
は
，さ
ざ6
.
し
が
故̂

、
JE

徳 

四
年
に
至
つ
て©?
^

«

&

の
古
«

に
復
す
る
事
ヾ
し
し
、 

慶
長
金
鈒
s

奢
ぐ
同
位
同
量
を
以
て
新
に
貨
幣
を
鑄
造 

し
S

を
正
德
金
銀
又
は
奮
金
龈
ヒ
云
ふ

)

、10
1

位
な
れ 

ど
ち
重
量1

,
1

分
©

『

に
過
f

ざ

る

乾

字

音

：
を

ば

疋

徳

金
 

の
年
額
即
ち一

一
步
匸
し
てM
ff
l

せ
し
む
る
こV」

、
定
め 

猶
ほ
：元
祿
以
來
の
各
秫
金
銀
の
通
用
の
割
.合
を
ば 

次
の
.
如

く

に

定

め

た

。
.、

新
金
，
西

附

に

饳

燧

益

金

'r
i

雨

I

余
::

ニ
筲
兩
' 
.

乾
字
傘
' 

ニ
西
雨
：

笫

ニ

號

^
0
洱

第
十
一
怨
' (

ニ
七
七)

雜錄慶甚ょリ元文

|:
茧

る

貨

幣

制

度

の

_

連



毕
一

绝

(

二
ん
八)

雜

0

嚣

よ

リ

元

文

に

至

る

貨

幣

制

度
,

第
二p

 

t〇
，
v

(
獬
ほ
一
兀
字
金
は
新
金
及
び
乾
字
金
に
對
し
て 

は

步

金
.を

附

す

る

乙V」

、
し

、

元

字

金

西

雨

は 

新

金

五

十

兩

の

外

に

步

金4
兩
.一
步
、
乾

字

金. 

西
雨
の
外
に
步
金
ニ
兩
ー
ー
步
S
定

め

れ
。)

*
甚

麵
一

晋

に

付'

元
.宇

銀

5

1
ー
百
玉
十
目

0 
y¥ 
0

1

賞
五
宵
三
十
八
匁
餘':

' 

永

中

銀
. 

\ 

三
^
资

銀

ニ

贳

坷 

•
 

\ 

四
^
資

銀

. 

.

::

ル
.字
銀
 

一1:
M

I:

付

永

中

、銀

H5\,

齊
銀
一
賞
六}
-
H
H 

\ 

四
タ
齊
銀

0

$

 

1

莨
；n
l:
付 

L

 

同 

' 

5

h¥i
m

斯
く
新
金
銀
に
ぁ6

て
は
全
く
慶
長
の
制
度
に
於
け 

るV
J

同
檨
の
も
の.V

J

な
つ
た
の
で
、
元
祿
の
吹
替
以
來

j 

1

ー
十
餘
年
間
何
れ
か
に
藏
匿
さ
れ
；て
ぁ
っ
た
慶
長
の
金
一 

銀
が
今
や
全
く
藏
匿
の.
必
要
並
に
刺
益
の
な
く
な
&
し 

が
篇
め
に
續
々
市
場
に
其
の
姿
を
現
は
し
來
り
て
新
舊
. 

相
半
ば
し
た
る
の
み
な
ら
す
、
慶
長
贫
は
從
來
流
：通
の 

間
に
幾
分
か
磨
滅
を
來
し
て
新
金
餵
よA

も
惡
貨
の
地

位
に
陷
る
に
至$

し
が
爲
め
に
、
人
多
く
は
却
て
新
金 

飯
を
藏
匿
す
る
の
風
を
さ
へ
生
じ
、
數
尔laJ
R

新
金
飯 

の
流
a
界
R
在
る
も
の
僅
か
に
十
分
のj

に
減
じ
て
了 

つ
た
。

右
の
如
ぐ
に
し
て
元
祿
以
來
紛
亂5r
'
極
め
た
る
貨
幣 

制
度
は
：
' 

i 

V」

洗

づ

慶

長

の

：
古

制

.度
に
恢
復
し
た
が、
^
 

て
改
良
に
せ
ょ
將
た
又
改
惡
に
せ
ょ
、
兎
に
灼
改
鑄
の 

行
は
る
、
每
に
民
間
に
不
安
の
念
を
釀
：し
不
平
騷
擾
を 

生
す
る
の
が
常
で
ぁ
つ
て
、
右

のJE
德
の
改
鑄
の
後
に 

於
て
も
幾
分
か
此
の
傾
向
が
な
い
で
は
な
か
つ
た
が
、 

學
者
铽
、
.斯
'
の

如
;|
は

貨

幣

改

革

に

限

ら

す

何

れ

の

制
 

度

改

革

に

も
:#

ふ

瑰

象

で

ぁ

.つ

て

惯

る

れ

ば

自

ら

鎭

ま
 

る
瓦
の
も
の
、
敢
て*

ふ
る
に
足
ら
ぬVJ

樂
姐
し
て
语 

つ
た
。
果
せ.
る

哉

、
：
货

幣

制

度

の

恢

復

.
に

對

し

て

一

般
 

R

'«

力
.れ
龙
る
、
海
內
の
5£
貨
半
減
し
て
倒
海
困
窮
す 

ベ
し
ど
の
處
れ1«
殆
ん
ど
實
現
せ.
ず
、
士
民
悉
く

此
の 

善

政

を

翁

；歌

す

る

乙
ビ

>

.

/ /
■

ク
作

0

,
,
^

亚

德

の̂
^

^

後
^

承
^

て

享

保

三
^

全

く

乾

字.

金
銀
の
通
用
を
停
业
し‘
て
引
換
を
開
始
し
、
同
十
五
年 

ょ
k

は
引
換
未
濟
の
乾
字
金
に
便
宜
上
一
！步

V
J

し
て
の 

通
用
を
許
し
た
が
"
其
の
後
四
年
を
經
て
乾
字
金
銀
の 

貨
蓄
格
を
赊
く
に
至
づ
て
前
述
疋
德
の
改
革
は
全
く 

完
成
し
た
の
で
あ
る
。

一
 

.

五

5C

文
の
吹
替(

改
_

)

 

.

良
■

*

々
の
貨
幣
の
間.に
適
當
な
る
通
用
割
合
を
定

\ 

む
‘
る
ミ
き
は
最
早a

貨
V

J

M
貨

V
J
.

の
'
區
別
は
無
ぐ̂

つ

| 

た
の
で
あ
つ
て
、

各
■

貨
幣
の
間
に
軀
逐
的
作
用
が
犴

J 

は
れ
た
6

物
價
が
§

し
た
女
す
る
乙
ヒ
は
無
く
な

一 

办
、
喷
々
品
©

の
劣
惡
な
る
も
の.
は
_
人
の
1®
®

の

上

か

ニ
 

ら
見
て
m

fj

嫌
忌
さ
れ
易
い̂.
い
ふ
過
ぎ
中
し
て
、

I- 

經
濟
社
會
は
貨
幣
の
點
が
ら
し
て
は
茔
極
举
安
ミ
な
る
一 

_

で
あ
る
。
疋
徳
0,
吹
替
の
後
を
承
げ
た
る
享
保
年
間 

は
正
に
其
の
時
代
で
あ0

た

の

で

：
あ

る

.。

然

る

に

一

度
 

右
の
如
く
復
舊
改
良
さ
れ
た
る
貨
幣
制
度
が
元
文

1
g

年
.： 

R

3>

つ
て
又
々
吹#

改
惡
に
よ
つ
て»

さ

る

、

に

至

つ

が

ら

此

の

度

の

吹

替

は

元

祿

，
寶

永

の

そ

れ

？

は

*

を 

異
记
し
、
慕
府
の
財
政‘の
y2

め
^

行
つ
た
ヾ
し
い
ふ
ょ&
 

も
、.
寧
ろ
t

し
て
經
濟
政
策
上
の
画
曲
が
、ら
し
て
行
' 

つ
た
も
の
で
あ
る
ビ
い
ふ
の
點
は
注
.意
す
ベ
き

事
柄
で 

あ
る
。
 

■

享
保
十一

一一

年
の
頃
か
ら
し
て
米
價
屢
下
落
し
た
、
時 

に
は
騰
貴
恢
银
し
た
こ
ビ
も
あ
つ
た
が
多
く
は
下
落
を 

重
ね
、
爲
に
：米
穀
を
實
る
べ
き
農
段
ヒ
武
士
ミ
が
先
づ 

困

難

し

、
，
其

0

影
響
は
延
.
て
商
エ
民
に
も
及̂

i。

そ

乙

で

震

で

藥

攀

五

年

九

月

始

め

て

米

の

質

上

を

行
つ
て
米
谭
の
引̂

を
企
で
'/
2

げ

れ

ど

も

其

の

效

が

な
 

か
つ
た
の
で
、
此
0

際
如
何
な
る
政
策
を
採
る
を
至
當 

V

す
る
や
比
就
：て
、
百
貨!®
、#

®

地

な

：
る

大

阪

R

於
け 

る
堂
島
の
米
間
屋
並
た
兩
換
商
に
，向
つ
て
，

.

諮
問
し
た
‘ 

%
r

之

に

對

し

て

提

出

：
？

れ

为

幾

多

の

答

_

書
中
、
右 

の
南
換
商
ょ
&

0

分

^
:

『

米

價

の

下

落

し

た

の

ば

米

ヾ

し 

金
龈V」

の
位
が
相
當
せ
ざ
る
，に
ょ
る
の
で
あ
る
。
詳
言 

す
れ
ば
金
鈒
の
质
が
正
德
以
來
高
ま
つ
て
來
た
の
に
近

第
二
雛 

一
◦
七

/a
の
は
返
す
も
慨
く
べ
き
乙

^
で

あ

る

。
然

し

な

笫
十J

卷

(
】

{七
九)

雜
錄
跤
長
ょ

S

R文
に
至
&
货
幣
制
度
の
變
遷



第-M
饴

2

八
〇)

雜

綠

S

ょ
リ
元
交
に
f

晷
制
庇
S

邀 

鄉

ニ

號
一
〇

八

は
ぶ
ゥ
て
試
み
：來
っ
泠
米
懷
引
上
政
策
を
ば
、
元
文
元

年
の
®

作
に
ょ
つ
て
米
の
供
給
增
し
其
の
位
が
♦低
ぐ
な 

つ
で
、
兩
漭
相
伴«-
ざ
る
が
*

め
で
あ
.
る
0

故
に
貨
胳 

制
度
を
ば
金̂

の
位
低
か
6

し
元
祿
乃
至
疋
徳
前
半
の 

そ
れ
に
復
す
ベ
き
で
あ
る

』
W
:

い
ふ
の
が
あ
つ
た
。
又 

1

方
に
於
て
は
疋
德
の
改
革
以
來
貧_

に
陷
ぅ
た
る
佥
、
 

座

，
銀
座
の
關
係
潘©.
頻
<
>
に
吹
替
を
懲
慂
す
る
も
の
一 

あ
つ
て
、
吹
替
の
風
部
が
#
,
ん
に
喧
傅
せ
ら
れ
た
。
之
一 

を

傅

凋

し

た

る

無

名

の

.

.

「

翁

者

は

將

軍

に

上

書

し

て

過

一
 

去
に
於
け
名
吹
替0-
弊
害
を
指
摘
し
、
吹
替
.は
結
荀
通
一 

貨
を
減
少
し
金
银
座
の
關
係
潘
並
に
係
り
の
役
人
共
の

\

 

私
腹
を
利
す
る
の
み
に
て
四
民
の
煩
ひ
ビ
な
る
に
過
ぎ

| 

ざ
る
べ
き
こ
(£

を
述
べ
て
、
吹
替
を
思
ひ

±

妓
ら
む
乙.

：

\
 

ビ
を
建
臼
し
左
。
又
慕
府
の
：役
人
の
間
に
あ
つ
て
も
、

一
 

本
多
雄
八
郞
の
後
裔
た
る
本
多
中
務
大
輪
の
如
き
、
水ノ 

野

和

泉

守

の

遺

志

を

繼

茗

て

激

烈

：
に

.
此

：
の

吹

替

に

反

對
 

す
る
者
も
あ
つ
た
。
然
し̂

が
ら
反
對
の
f

w

は
遂
R
 

耳
に
入
0

惡
か
っ
允
°

享
保
十
七
年
0

頃
ま
で
は
度

 々

米
の
質
上̂

ょ
.么

又
.享
保
ニ
十
年
に.
は

代

價

：
の

公

：定

'
_

年
に
は
貨
锻
品
位
の
引
下
に
ょ
つ
て
成
し
遂
げ
む
ど
す 

る
に
.
翠
つ
/2

の

で

ぁ

る

。

「

即

：ち

麋

長
e

正

德

の

優

&

金 

,

銀

ビ

元

錄
W
 

‘寶
永
の
.劣
悪
貨
幣
S

の
中
間
を
採
つ
て
、 

金

は

：
品

位

を

六

十

五

®

六
七
に
卞
げ
、
量
目
も
三
奴
五. 

分
rc
«

^
し
、._银
も

ir
2
ur
-位
を
正
德
の
新
銀
ょ6
も
'下 

げ

て

(

明
瞭
な
ら
ざ
る
も
凡
そ
五
十
三©
H

H

な
，ら
ん 

か
.

)

改
鑄
し
た
.
。
表
面
に
.「

文」

の
字
の
宇
が
刻
し
て 

ぁ
る
の
；で.之

を「

文
学
金
錐」

又

は「

文
金
龈」

ミ
い 

ふ

。

此

の

文

字

金

銀

：
の
：
改

.鐵
成
る
V

Jdt
c

u

舊
來
通
用
の 

金
錁
の
別
換
を
命
じ
、
其
の
割
合
を.

座
長
金
w

m

に
付
、

文
字
金
宵
六-̂
五
.雨 

新

金

同
' 

.
同 

司 

元
字
金
冏 

同

w

at

兩
位 

乾

字

金

ニ

莨

兩

同
¥|
六
十
五
兩

_

畏
_

屮

贳

文
_

f

銀 

' 

十

憂

文

ぐ

j

定

め

、

一

般

物

價

を

ば

右

の

割

•合

を

以

て

引

上

ぐ

'
ベ 

き

旨

を

布

令

し

た

の

1?
.
ぁ
.
る
0

;

此
の
改
鋳
は
先
づ
金
か
ら
始
め.だ
か
ら
し
て
、
金
银 

の
市
場
比
價
は
ヽ
金
一
兩
が
龈
六
十
目
乃
至
六
十
目
一 

一
一
分
な
6

し
も
の
が
、

一
兩
五
十
二
.三
匁
に
低
落
す
る 

乙
ぐJ

、
な
つ
た
け
れ
.ど
も
程
な
ぐ
銀
の
取
鑄
も
行
は
れ 

穴
が
た
め
に
漸
く
與
び
六
十0

程
に
恢
復
さ
れ
た
。
然 

し
な
が
ら
貨
幣
品
位
の
劣
惡
な
る
が
爲
め
に
元
祿
以
後 

の
經
驗
を
苒
び
繰6

返
ず
乙
ミ
：
^

な
り
、
幕
府
の
豫
期 

し
た
如
く
眾
に
米
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